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研究実績 

の概要 

私は、小学生の学習者を対象とした放課後のプログラムで、将来役立つ英語のリス

ニングとスピーキングのスキルを身につけさせるために使用できる英語のアクティ

ビティの開発について研究しました。 幼少期に適切な第二言語能力を身につけるこ

とは、長期的な利益につながることが証明されています。今回の調査では、教室で

の学習内容を補完することが、子どもの言語習得・発達に重要であることがわかり

ました。 

正式な英語教育は小学校から始まっています。しかし、日本では日常生活の中で英語を使

う機会が少ないことから、幼少期に「聞く」「話す」スキルを練習する機会が少ない。そ

こで、本研究では、小学生の学習者を対象とした放課後プログラム（モデルスクールプロ

グラム：After School Mahasu）で使用できる英語活動を開発し、英語の「聞く」「話す」

能力を身につけさせることを目的としました。中学・高校・大学だけでなく、大人になっ

てからの生活や仕事にも役立つ「聞く」「話す」スキルを身につけられるよう、生徒のモ

チベーションアップに貢献することを目的としました。幼少期に適切な第二言語能力を身

につけることは、長期的な利益につながることが証明されています。放課後の英語クラス

や幼児向けの英語メソッドを設計し、教室での学習内容を補完することは、子どもたちの

言語習得と発達にとって非常に重要です。 

 

※ 次ページに続く 



 

研究実績 

の概要 

幼少期に正しい第二言語能力を身につけることは、長期的な効果をもたらすことが証明さ

れています。第二言語教育と幼児期の発達に関する科学的な研究は数多くあります。放課

後の英語教室や幼児向けの英語メソッドを設計して、授業で習ったことを補うことは、幼

児の言語習得と発達にとって非常に重要です。 

 

幼児教育のひとつの側面として、ジャン・ピアジェの研究と哲学に基づき、子どもたちが

遊びを通して学ぶことに焦点を当てています。遊びは、子どもの身体的、知的、言語的、

感情的、社会的なニーズを満たします。タッソーニは、"ある遊びの機会は、特定の個人

の発達分野を発達させるが、多くは複数の分野を発達させる "と提案しています。そこ

で、この研究プロジェクトでは、様々な種類の遊びを用いて、遊びを通して子どもの発達

を促進しようとしました。 

 

新型コロナウイルスのため、当初の研究計画は少し変更された。出張もできず、対面授業

こともできないので、連絡はすべてオンラインで行いました。モデル校では最近iPad と

アップルペンシルを購入したので、今回の調査ではそれらを集中的に使用することにしま

した。生徒たちはいくつかのアプリを使って英語を勉強していました。その中の1つのア

プリをベースにして、生徒が学んでいる英語を補完する教育的なゲームを開発することに

しました。 

 

将来的には、より多くの研究資金を得て、新型コロナウイルスが終息した後に学校を訪れ、

生徒たちに会って彼らのニーズをよく理解し、この分野の研究を続け、英語教育の可能性

を高めていきたいと考えています。 
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